
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水稲の「イネカメムシ」にご注意ください‼ 

水稲のイネカメムシは、新種ではなく、古くから生息しているもので、ここ数年、被害が拡大傾向となり、

問題視されています。本州、四国、九州、南西諸島など分布するイネ科植物の害虫として知られています。

早生品種では走り穂が出ると本田への侵入が始まり、吸汁加害します。イネカメムシは斑点米を発生させる

だけでなく、出穂期に籾の基部や茎の加害により不稔を生じさせ減収となる恐れがあることが知られていま

す。 

国内では、茨城県、千葉県、静岡県、愛知県、岐阜県、京都府、三重県、滋賀県、山口県などで発生が報告

されています。京都府では、２０１８年に注意報が発表されており、昨年では、兵庫県において、不稔症状

により大幅な減収となる被害も報告されています。 

JA管内の西部地域でもイネカメムシの発生が確認されました。発生地域では、出穂直後の吸汁加害を防ぐた

め出穂前の防除が必要です。 

  

 

 

 

従来の出穂後防除では不稔症状は防ぐことはできませんのでイネカメムシをみかけたら直ちに防除を行っ

てください！ 

 

ＪＡ京都中央 ２０２2年 8月２日 №611 吉田 真依 

 

イネカメムシとは 

体長は 12～13 ㎜で黄褐色に暗褐色の点刻

が密生しています。 

4月頃から越冬地で活動を開始し、水稲の

出穂前から圃場に侵入します。 

他のカメムシ類と防除法が異なりますの

でご注意ください！ 

 

 

注意!! 

この写真は、ホソハリカメムシです。 

体長は 10.5 ㎜でイネカメムシよりも細長く側

角が長いです。よく似ていますが、別種なので

通常のカメムシ類の防除法で防除を行ってくだ

さい。 

花背支店管内の久多地域で「北山友禅

菊」が満開を迎えています。「北山友禅

菊」は、京都市左京区久多地域に自生し

ていた野生菊であるチョウセンヨメナ

（キク科の宿根草・野菊と呼ばれるもの

のひとつ）の系統の中から特に強建で栽

培しやすい系統を選抜したもので、１９

９７年から京都市左京区久多地域で栽

培されています。現在、地元の方々によ

り、休耕田や遊休農地などを活用し、観

賞用に栽培されています。 

―ＴＡＣ information―  



 

 


